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〔目的〕

　99m　　Tc標識リン酸化合物による骨シンチグラフィー

は、人体被曝の点、スキャン画質の点から優れたもの

として臨床応用されて以来、多くの施設で用いられて

おり、とりわけ悪性鍾瘍の骨転移の発見には、現在有

用な検査法となつている。

　一方、骨転移の発現頻度の高い悪性腫瘍の1つに乳

癌が挙げられるが、乳癌は、再発時期が比較的遅く、

又、再発後の治療も効を奏する事が経験され、比較的

予後良好な悪性腫瘍の1つであり、この点から、骨転

移を早期に適格に診断する事は臨床上、重要な事とな

つている。そこで、乳癌の臨床に骨スキャンが用いら

れているが、その診断能は、尚、充分とは言えず、合

併良性病巣にも集積を示す事が有る点から、転移巣か

否かの診断に困難な事が経験されている。今回、我々

は、乳癌術後患者に於ける骨シンチグラフィーについ

てその診断能、及び有用性について検討を行つた。

〔方法〕検索対象は、放医研病院に術後照射の目的で

来院した乳癌患者の中、99mTcピロリン酸による骨シ

ンチグラムを行つた61例であり、骨シンチグラムは

これらの症例の延べ89回である。これら61例の中

Stageの記載の明らかなものは50例であるが、Staαe

Iは16例、∬　19例、皿　9例、N　1例となつ
　　　　　　　　　　　　99m　　　　　　　　　　　　　　Tcピロリン酸を投与後ている。骨シンチグラムは、

ガンマカメラにより行つているが、施行時期は、症例

により、術後22日より6年迄に亘つている。診断能

の検討には、骨X－P、再検シンチグラム、症状、検

査所見を対比させ、一部、剖検例の検討も加えた。

〔結果〕Stageの明らかな50例について、骨シンチ

グラムで転移が発見され、x－P、再検シンチグラム

剖検等から、骨転移メ診断された症例は、15例であ

つ．た。Stageより、この骨転移をみると、　Stage　Iで

は、6％、Hは26％、皿は40％とStageの上昇に
つれて骨転移率も高くなつている。又、この発見時期

を骨シンチグラムの施行時期でみると、Stage　Iの症

例は、術後3年の骨シンチグラムで発見されているが、

Stage皿の6例の中、最も早期のものは、5カ月、

Stagθmの4例の中、1例は、術后22日で多発骨転
移が発見されており、Stageにより、シンチグラム施

行時期に考慮が必要である。又、Stagθの進んだ症例

には、手術々式の決定、Stageの決定に、骨シンチグ

ラムを考慮する必要があると思われた。

　更に、骨シンチグラムの診断能について、X－P、

検査所見、剖検等の因子からの検討を報告する。

246
　　　　　骨スキャンで2年以上経過観察しえた前立

腺癌13症例

東京慈恵会医科大学・泌尿器科学教室

　○大石幸彦，町田：豊平，三木　誠，上田正山，

　　木戸　晃，柳沢宗利

東京都養育院付属病院・核医学放射線部

　　飯尾正宏，千葉一夫，山田英夫，松井謙吾，

　　村田　啓，川口新一郎

　前立腺癌の骨転移を検索することは、治療方針の決

定、予後判定の上で極めて重要である。われわれは、

既に前立腺癌70症例tZC99MTc　一燐酸化合物による全身

骨スキャンを行ないその有用性を報告してきたo今回

はこれらの症例のうち、2年以上骨スキャンで治療経

過を観察しえた前立線癌13症例について検討した結果

を報告する。

　対象は組織学的に前立腺癌と確定され、約4ケ月～

1年毎に2年間以上骨スキャンで経過を観察しえた13

症例で、年令は50才～73才、平均67．5才であるo

　方法は99’nTc一燐酸化合物6～15mC、を肘静脈よ

り静注2～4時間後に、Scanner及びr一ヵメラ、
PHO／CONで全身をスキャンした○また、全例で全身

骨スキャンとほy同時期にX線によるbonθsurvey、

血清酸フォスファターゼ値、アルカリフォスファター

ゼ値などの検査を行ない比較検討を行なったoなお、

ほとんど全例にantiandrOgen　theragyを行なってお

り、その治療の経過と骨スキャン像の推移、骨スキャ

ンと予後などについて検討した。

　その結果、初診時には臨床症状と骨スキャン、X線

所見などが比較的一致する例でも、病状の進行と治療

の過程では必ずしもこれら検査所見の一致がみられな

かった。そこで、初診時のスクリーニングとしての骨

スキャンの価値と経過観察における骨スキャンの価置

と評価法について報告するo
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